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研究の説明  
１ 研究の目的・意義 

本研究全体の目的は、血小板濃縮生体材料の血液学的・生化学的性状を明らかにするこ

とです。そのなかで、いただいた献血血液の活用目的は、抗菌作用と抗炎症作用の有効成

分の同定と作用機序の解明を促進することです。これらの検討を通して、骨再生に最適化

した調製法を確立し、臨床応用を支援する科学的根拠を確立します。 
 

２ 方法《献血血液の使用方法含む》 

1) 血小板濃縮生体材料の調製 

献血者以外の協力者から末梢血を採取し、PRP, PRF, PRGF などの血小板濃縮生体材料

を調製します。血小板濃縮分画を以下の分析に使用します。平行して、いただいた献血

血液のうち血小板について、未凍結のものと凍結保存されたものを同様に検討します。

2) 増殖因子の ELISA による測定 

増殖因子(PDGF、TGFβ、IL-1β、IL-6、TNF-α)の濃度は ELISA を用いて測定します。

3) 細胞増殖活性および血管新生活性のバイオアッセイによる評価 

それぞれの血小板濃縮生体材料について、in vitro および ex vivo のバイオアッセイ

によって生体活性を評価します。炎症性サイトカインは、培養マクロファージの形態的

変化や NO の産生を指標として評価します。 
 

３ 予測される研究の成果等 

血小板濃縮液の臨床応用については、高い有効性を認める一方、個体差・検体差が大き

く治療効果が認められない場合も少なくありません。それが調製法によるものかどうか明

らかにできるものと期待されます。さらに、最適な調製法に対する示唆が得られるものと

期待されます。これらの研究成果は、血小板濃縮液を用いた歯科再生医療の予知性向上に

貢献するものです。 
 

４ 血液の廃棄と保管 

提供された血小板濃縮液は、小分けてして凍結保存します。実験終了後は医療廃棄物と

して処分します。 
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